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令和６年度 第２回山北町総合教育会議 議事録 

 

１ 開催日時  令和７年２月１９日（水） 

        開会：１０時３０分   閉会：１１時３０分 

２ 開催場所  山北町役場 防災対策室 

３ 出席者（敬称略） 

 （１）委員 ６名 

    山北町長 湯川 裕司 

山北町教育委員会教育長  水野 博文 

    山北町教育委員会教育長職務代理者 野地 泰次 

    山北町教育委員会委員 小菅 正子 

山北町教育委員会委員 今村 敏雄 

    山北町教育委員会委員 佐藤 直美 

 （２）事務局 ３名 

    参事兼企画総務課長 井上 茂明 

    企画総務課副主幹  高橋 和久 

企画総務課副主幹  瀬戸  靖 

（３）オブザーバー ２名 

   こども教育課長 池谷  栄 

   生涯学習課長  畠山 佐和子 

４ 傍聴者 ０名 

５ 会議概要 

１ 開 会  参事兼企画総務課長 

 ２ 町長あいさつ  湯川町長 

３ 教育長あいさつ 水野教育長 
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４ 議 題 

（１）令和７年度当初予算案の概要について 

湯川町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湯川町長 

野地委員 

 

事務局 

 

議題の（１）令和７年度当初予算案の概要については、先般２月１７日に町

議会全員協議会において、私から議員の皆様にご説明し、また、同日、小田原

記者クラブにおいて記者発表したところである。 

事務局からの資料説明の前に、私から子育て・教育分野における来年度の当

初予算編成の方向性について簡単にご説明させていただく。 

令和７年度当初予算については、第６次総合計画に掲げる事業を推進すると

ともに、こども・子育て支援の取組を大きく前進させていく。 

教育関係の重点事業としては、川村小学校の長寿命化工事に着手する。来年

度はＢ棟、翌令和８年度にはＡ棟の改修工事を実施する予定で、外壁や屋上の

改修などにより長寿命化を図るとともに、教育ＩＣＴの推進に対応するための

教壇の撤去や黒板の位置変更を行う。 

また、森林環境譲与税を活用して、町産材による「下足入れ」を設置し、校

舎内における木質化を拡充する。 

こども・子育て支援については、既存の紙おむつ支給事業、出産祝い金制度、

住まいづくり応援事業助成金の大幅な見直しを行う。 

また、都市公園内トイレへのベビーキープの設置、放課後児童クラブ利用料

の減免、通学補助金の対象地区の拡大も実施する。 

私からは、以上である。それでは、事務局から資料の説明をお願いしたい。 

～ 資料により説明 ～ 

ただいまの説明についてご意見、ご質問があれば発言をお願いしたい。 

住まいづくり応援事業助成金については、子どもがいることが補助要件とな

っているのか。 

新築住宅取得時に子どもがいる、いないにかかわらず助成金が交付され、子

どもがいる場合には加算される。 
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湯川町長 

 

 

野地委員 

 

池谷課長 

湯川町長 

 

庁内の出産・子育て応援プロジェクトチームからの提案により、既存事業で

拡充できるものを令和７年度予算に反映した。提案は他にもあったので、これ

で終わりではなく、今後の実施に向けて検討したい。 

川村小学校の長寿命化工事については、多目的教室への改修工事は入ってい

るのか。 

長寿命化工事のみであり、多目的教室への改修工事は実施しない。 

その他にご意見、ご質問があれば発言をお願いしたい。 

※意見・質問等なし。 

 

（２）教育の諸課題について 

湯川町長 

 

小菅委員 

 

 

 

池谷課長 

 

 

湯川町長 

 

 

野地委員 

 

 

教育長 

 

それでは、議題（２）教育の諸課題について、委員の皆様から何かあれば発

言をお願いしたい。 

 小学校の図書室は、１０年程前から司書ボランティアか配置され、本の陳列

を行い格段と良くなっているが、中学校の図書室は、まだそこまで追い付いて

いない。生徒にはもっと読書量を増やしてもらいたいので、司書を配置し年齢

に合った本を充実するなど、生徒が通いたくなるような図書室にして欲しい。 

 現状、小・中学校の図書室については、システム化もされておらず、司書も

配置されていない。数年前からそうした要望は聞いているが、予算の関係もあ

り実現していない。 

 司書の配置や、子どもたちが読みたい本を充実する必要性については、十分

認識している。また、子どもたちが、そうした本に興味を持ち、手に取っても

らえるような工夫も大切である。 

 司書は、小学校、中学校で一人ずつ配置することが必要である。子どもたち

が図書室を利用する際、必要な本はどこにあるのか、どんな本が良いのかを司

書がアドバイスすれば学習効率も上がると思う。 

学校には、司書教諭がいるし図書委員会もあるが、教諭の業務負担の面から

それだけでは十分ではなく、司書を配置する必要性は高いと思う。 
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湯川町長 

 

 

 

 

佐藤委員 

 

今村委員 

 

野地委員 

 

 

教育長 

 

 

湯川町長 

 

 

 

 

 

 

 

野地委員 

 

また、町では読書活動推進計画を策定しているが、読書率の向上を考えた時、

電子書籍は大変有効であり、また、図書室の環境整備も必要と考える。 

人間誰でもそうであるが、興味のあるものと無いものがあり、興味が無い本

を読ませるようにするには、どうしたら良いのか考えることが必要である。 

また、図書室の本は、無料で読むことができるが、自分のお金で購入した本

は、読まないと勿体無いので、読まざるを得ない。子どもたちにそれに近い気

持ちを持ってもらうような取組ができないか。 

図書室に座り心地の良いソファーを設置すれば、子どもの利用者も増えて、

読書率も向上するのではないか。 

令和７年度の川村小学校の特別支援学級の児童数は、２０名と非常に多く、

先生の負担が大きいので、人員の確保をお願いしたい。 

 １年生だけでも７名おり、１学級２０名を教員１名では、とても対応できな

い。教員は、休み時間にも子どもたちから目を離すこともできず、負担が非常

に大きい。 

子どもの数自体は、減少しているが、特別支援学級の子どもが全体的に増え

ており、個に応じた対応をしなければならない。介助員も配置しているが、高

齢の方も多く、体力的に厳しい部分もある。 

以前、カナダへ視察で行った際、日本の特別支援学級に在籍するような子ど

もが通学する学校を訪問したことがある。その学校では、最初、専門的な知識

がある教員を配置したが上手くいかなかったので、逆にそうした子どもの対応

に不慣れな教員を配置した。配置された教員は、専門家からの助言を聞きなが

ら対応し、さらにボランティアにも協力を得て、支援の必要な子どもを大人だ

けでなく、子どもも巻き込んで対応したところ、上手くいった。やはり、色々

な人の目で見てもらい、沢山の方が係わった方が、子どもたちも安心するので

はないか。 

山北町は、人権のまちづくりを進めているので、障がいのある子どもが伸び

伸びと生活していることを発信することは、町のＰＲにもつながる。また、障
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湯川町長 

 

 

 

佐藤委員 

 

 

 

湯川町長 

 

 

がいのある子どもに対する教育は、０から１５歳までの一貫教育・保育の柱に

もなり、子どもたちが１８歳で自立して生活できるよう、支援していくことが

必要である。 

先ほどのカナダの学校では、子どもたちが好きな時、自由に飲食できるよう

に、お菓子や飲み物が置かれていた。日本では規律を重んじて、決まった時間

にしか飲食ができないが、子どもたちが自分の判断で行動するような環境づく

りも必要かもしれない。 

町の子どもの数は減少しているが、子育てしやすい環境整備が求められてい

る。山北町には、みずかみテラスもあるが、子育て世代が住めるような家賃が

低廉な物件が少ない。そうした物件があれば、移住にもつながるので、子育て

世代が住みやすい住環境整備をお願いしたい。 

民間の借家などに対する町独自の家賃補助や、町の定住促進住宅に対する家

賃減額の上乗せが出来るかなどについて、検討することも必要かもしれない。 

 

５ その他 

事務局 事務局より事務連絡をさせていただく。来年度の会議日程については、本年

度と同様に１回目を１１月、２回目を２月に開催する予定である。 

 

６ 閉 会  参事兼企画総務課長 

 

以 上 


